
天売焼尻の上陸場

軍艦浜

ゴメ岬

新九郎岩

赤岩



2002－2004 2005－2010 2011－2016

2012－2016

焼尻

天売

天売焼尻の個体数変動の推移

237頭 367頭 302頭461頭 417頭

121頭

256頭

431頭

12月 3月下

12月

3月下

12月

3月下

12月 3月下

焼尻＆天売：
冬と春に利用が多い上陸場
近年、焼尻はよる冬（12月）に利用

天売はより春（3月下）に利用



天売の個体数変動の推移
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天売は春の利用が赤岩＆ゴメ岬ともに減少傾向

12月
3月下

12月
4月

4月

11月 3月下
11月

4月
3月下



焼尻 天売

年 月 日 時間 新九郎岩 軍艦浜 合計
2020 9 24 11:23 16 0 16

10 31 8:33 45 0 45
11 19 7:29 155 2 157
12 22 7:13 0 88 88

31 8:15 34 43 77

2021 1 6 13:20 158 0 158

9 1 8:07 20 0 20

10 26 14:00 43 0 43

2022 4 14 5:23 18 0 18

7 7 7:49 17 0 17

8 19 12:07 20 0 20

9 4 11:52 20 0 20

10 30 10:24 42 0 42

11 24 8:35 124 0 124

年 月 日 時間 ゴメ岬 赤岩 合計
2020 10 31 10:12 0 52 52

11 19 10:13 0 150 150
28 9:13 0 118 118
30 12:13 0 96 96

12 9 15:14 0 87 87

11 11:14 0 101 101

2021 4 16 10:07 50 68 118

9 1 9:17 2 48 50

2022 4 28 10:22 58 45 103

5 7 5:22 101 16 117

9 26 9:32 6 0 6

10 2 13:37 10 0 10

２０２１年１１月～２０２２年３月までのデータ欠損

焼尻は冬のみ利用で利用個体も合計150頭程度
天売は冬と春利用で、どちらも利用個体150頭程度
ただ、ゴメ岬の利用個体数（50頭程度）は減少傾向



まとめ

•冬季利用個体数と夏季利用個体数は相関あり
☞冬季個体も夏季個体も減少

•夏季利用個体数は、ほぼ０（礼文の十兵衛沢以外）
•冬季利用個体数は、どこも最盛期よりも減少
☞しかし、冬季個体は早くから来て早くに移動傾向

≒10月の終わりは、早期冬季集団？

≠夏季利用集団（8月～10月）


	令和４年度�ゴマフアザラシ�広域連携捕獲実証調査報告
	夏季個体群と冬季個体群の関係
	礼文島トド島の上陸場
	トド島の利用上陸場
	礼文島トド島の個体数変動の推移
	礼文島の課題
	抜海の上陸場所
	抜海の個体数変動の推移
	天売焼尻の上陸場
	天売焼尻の個体数変動の推移
	天売の個体数変動の推移
	スライド番号 12
	まとめ

